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【
特
別
編
⑰
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
想
う
】 

▲
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
三
日
、
一
年
間
延
期
さ
れ
て
い
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
感
染
症
の
流
行
が
や
ま
な
い
緊
急
事
態
宣
言
下
の

東
京
で
「
無
観
客
開
催
」
と
な
り
ま
し
た
。
八
月
八
日
ま
で
の
日
程

で
行
わ
れ
、
ま
た
、
二
十
四
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
・
コ
ー
チ
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
戸
次
輝
氏
（
第
十
組
超
願
寺
）
に
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          

一
年
“
も
”
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の

一
年
は
と
て
つ
も
な
く
長
い
期
間
だ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
延
期
に
よ
っ
て
、
競
技
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
反
対
に
好
機
と

な
っ
て
出
場
を
掴
ん
だ
者
も
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
禍
中
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
か
ら
今
想
う
こ
と
に
つ
い
て
、
拙
稿
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

想
え
ば
、
二
〇
二
〇
東
京
五
輪
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で

し
た
。
五
輪
ロ
ゴ
の
盗
作
問
題
に
始
ま
り
、
新
国
立
競

技
場
建
設
費
の
莫
大
化
、
そ
し
て
組
織
委
員
会
長
の
交

代
。
ま
た
、
最
後
の
最
後
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
へ

の
賛
否
で
し
た
。
断
固
開
催
を
掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
チ

カ
ラ
を
信
じ
て
止
ま
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
信
者
た
ち
の

言
い
分
に
多
く
の
人
が
首
を
傾
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
さ
・
し
・
み
」
と

い
う
三
大
基
盤
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を

取
っ
た
言
葉
で
す
。「
さ
」
は
支
え
る
。「
し
」
は
知
る
。

「
み
」
は
観
る
。
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
は

成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は

決
し
て
プ
レ
ー
す
る
人
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
選
手
フ
ァ
ー
ス
ト
」
な
る
考
え
方
も
あ
り
ま
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
わ
り
方
と
い
う
も
の
も
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
支
え
が
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
知
る
、

興
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
人
で
あ
っ
て
も
観
る
と

い
う
楽
し
み
を
持
つ
者
も
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な

い
人
も
で
き
な
い
人
も
何
か
し
ら
で
関
わ
り
合
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

今
回
の
二
〇
二
〇
（
二
〇
二
一
）
東
京
五
輪
は
連
日

の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た
が
、
同
時
に
コ
ロ
ナ
感
染

者
は
今
な
お
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
日
本

代
表
選
手
の
多
く
が
勝
ち
負
け
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
五
輪
開
催
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
口
に
し

て
い
ま
し
た
。
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
そ

の
姿
に
観
る
者
は
感
動
す
る
と
も
言
え
ま
す
。
五
輪
選

手
た
ち
の
感
謝
や
嬉
し
さ
、
お
礼
の
言
葉
は
、
決
し
て

一
人
で
戦
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
か

ら
こ
そ
発
せ
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

人
々
が
不
安
の
只
中
に
あ
り
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
て
五

輪
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
そ
の
多
く
の
人
々
の
支
え
に

よ
っ
て
で
あ
る
と
、
ま
さ
し
く
お
か
げ
さ
ま
の
心
の
実

感
で
す
。 

 

一
方
、
お
寺
で
コ
ロ
ナ
に
よ
る
仏
事
法
事
の
減
少
や

縮
小
が
一
層
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
事
法
事
の
意
義
を
再
確
認

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
疫
癘
の
御
文
」
に
は
、
南

無
阿
弥
陀
仏
と
申
す
そ
の
心
を
「
御
あ
り
が
た
さ
」「
御

う
れ
し
さ
」「
御
礼
の
こ
こ
ろ
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
様
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
お
か
げ
さ

ま
で
私
た
ち
が
あ
る
の
だ
と
、
こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前

な
日
常
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
再
確
認
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
、

私
た
ち
も
お
か
げ
さ
ま
で
今
こ
う
し
て
生
か
さ
れ
て
い

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

【第十組 超願寺 戸次 輝 氏】  



る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
に
私
た
ち
僧
侶
は
、
仏
事
を
機
縁
と
し
て
御

門
徒
様
と
共
に
気
付
き
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

戸
次 

輝 

氏（
第
十
組
超
願
寺
） 

 

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 

泉 

美
樹
子 

氏
（
第
二
十
三
組
慶
誓
寺
）
よ
り 

 
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

【
次
回
は
特
別
編
⑱
新
型
ウ
イ
ル
ス
と
薬
に
つ
い
て
】 

▲
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
は
じ
ま

り
、
ま
た
治
療
薬
の
研
究
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
薬
学
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。  
 
 
 
 

あ
そ
ん
な
中
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
不
祥
事
に
よ
り
、

製
薬
会
社
か
ら
の
通
常
の
医
療
の
薬
の
供
給
が
滞
る
等
、

私
た
ち
の
生
活
が
い
か
に
薬
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
か

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
昨
今
で
す
。
次
回
は
現
役
の
薬

剤
師
で
慶
誓
寺
坊
守
の
泉 

美
樹
子
氏
に
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
下
で
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
執
筆
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

        

   

毎
年
、
蓮
如
上
人
が
最
晩
年
に
書
か
れ
た
『
夏
（
げ
）

の
御
文
』
四
通
拝
読
に
併
せ
て
、
三
条
別
院
で
は
一
般

的
に
は
早
朝
の
「
暁
天
（
ぎ
ょ
う
て
ん
）
講
座
」
と
い

わ
れ
る
「
朝
の
人
生
講
座
」
を
四
日
間
、
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
法
話

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
か

ら
テ
ー
マ
を
「
生
老
病
死
」
と
し
、
順
に
「
生
」「
老
」

「
病
」
と
進
め
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
こ
の
テ

ー
マ
で
は
最
終
の
「
死
」
に
つ
い
て
、
お
盆
明
け
の
八

月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
代
、

三
十
代
、
四
十
代
、
五
十
代
僧
侶
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
師
・
講
題
は
次
の
通
り
で
す
。 

十
九
日 

藤
田
惠
日 

氏
（
第
十
八
組 

福
泉
寺
） 

※
体
調
不
良
の
た
め
西
村
昌
桐
教
区
駐
在
教
導
が
代 

わ
り
に
法
話
を
行
い
ま
し
た
。 

二
十
日 
福
田 

瞬 

氏
（
第
十
五
組 

善
性
寺
） 

「
僧
侶
の
役
割
は
法
務
執
行
だ
け
じ
ゃ
な
い
」 

二
十
一
日 

戸
次
顕
彰 

氏 

（
第
十
組 
超
願
寺
、
大
谷
大
学
講
師
） 

「
信
仰
と
勇
気
、
そ
し
て
感
謝
」 

二
十
二
日 

井
上 

正 

氏
（
第
十
組 

受
徳
寺
） 

「
最
後
に
何
を
話
し
た
だ
ろ
う
」 

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
多
く
の
人
に
は
死

が
こ
れ
ま
で
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
普
通
だ
と
思
っ

て
い
た
日
常
は
、
長
期
化
す
る
感
染
症
の
影
響
で
む
し

ろ
特
殊
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
ま
す
。 

                   

二
十
日
の
福
田
氏
は
、
結
婚
を
機
に
入
寺
さ
れ
る
ま

で
介
護
士
の
仕
事
を
十
年
続
け
ら
れ
、
現
在
三
条
真
宗

学
院
で
教
師
資
格
取
得
に
向
け
て
学
ん
で
い
ま
す
が
、

得
度
し
て
か
ら
は
三
年
目
で
、
月
参
り
等
で
出
あ
っ
た

御
門
徒
さ
ん
の
介
護
を
め
ぐ
る
悩
み
に
介
護
士
の
経
験

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
向
き
あ
え
た
こ
と
、
生
ま
れ
た
と

き
は
大
勢
で
祝
う
の
に
、
死
ん
で
行
く
時
は
何
故
家
族

葬
等
で
少
人
数
で
勤
め
る
傾
向
に
あ
る
の
か
、
大
勢
で

最
期
は
見
送
り
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

二
十
一
日
の
戸
次
氏
は
、
釈
尊
の
「
四
門
出
遊
」
の

話
で
、
生
老
病
死
に
懊
悩
し
た
釈
尊
が
出
家
し
て
覚
り

を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は「
沙
門
と
の
出
会
い
」

朝

の

人

生

講

座

報

告 

  

【西村駐在教導（右上）、福田氏（右下）、戸次氏（左上）、井上氏（左下）】 



だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る

経
典
は『
無
量
寿
経
』な
の
だ
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

経
典
の
冒
頭
で
、
ま
だ
覚
り
を
得
て
い
な
い
阿
難
が
釈

尊
が
「
光
顔
巍
巍
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
こ

と
は
釈
尊
の
沙
門
と
の
出
会
い
に
等
し
く
、
さ
ら
に
釈

尊
が
菩
提
樹
下
で
悪
魔
に
修
行
を
中
断
し
世
俗
へ
戻
る

誘
惑
を
受
け
た
と
き
「
私
に
は
信
仰
と
勇
気
、
そ
し
て

智
慧
が
あ
る
」
と
退
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
覚
っ
て
い
な
い
釈
尊
が
、
何
故
仏

教
に
対
し
て
「
信
仰
が
あ
る
」
と
言
え
た
の
か
と
い
う

こ
と
が
、
生
老
病
死
の
悩
み
と
沙
門
と
の
出
会
い
に
象

徴
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
講

題
の
「
感
謝
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま
だ
若
い
ご
自
身
の

友
人
が
亡
く
な
っ
た
際
、
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
中

で
、
言
え
る
の
は
あ
ら
た
め
て
「
感
謝
」
と
い
う
こ
と

し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

二
十
二
日
の
井
上
氏
は
、
ご
門
徒
さ
ん
が
反
抗
期
で

お
じ
い
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
際
に
十
三
回
忌
で
「
最
後

に
何
を
話
し
た
だ
ろ
う
」
と
つ
く
づ
く
考
え
ら
れ
、
反

抗
期
で
身
近
な
人
の
愛
情
や
気
遣
い
が
疎
ま
し
く
思
え

た
が
、
時
間
が
経
ち
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
に
気
付
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。
反
抗
さ
れ
、
時
に
は
傷
つ
け
ら
れ

る
側
の
者
は
、
そ
の
反
抗
す
ら
も
成
長
の
証
と
う
れ
し

く
思
う
こ
と
、
そ
れ
は
凡
夫
と
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
の

関
係
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

朝
の
人
生
講
座
は
九
月
の
秋
彼
岸
に
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

▲
二
十
日
の
福
田
氏
の
法
話
と
、
二
十
二
日 

の
井
上
氏
の
法
話
を
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
別
院 

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ネ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！ 

  

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
（
両
度
の
命
日
）

に
行
っ
て
い
る
定
例
法
話
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
二
〇
二
三
年 

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五

十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

三
条
教
区
・
三
条
別
院
で
は
、
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業

と
し
て
、「
三
条
別
院 

定
例
法
話(

十
三
日
御
命
日)

」

を
通
常
よ
り
拡
大
し
て
、
開
催
い
た
し
ま
す
。 

慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無
阿
弥
陀
仏 

人
と
生
ま
れ
た
こ
と

の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
」
の
も
と
、
宗
祖
親
鸞
聖
人

の
「
御
誕
生
」
と
「
立
教
開
宗
」
の
意
義
を
た
ず
ね
て
参

り
ま
し
ょ
う
。 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
皆
様
の
御
参
詣
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 ◆
講 

師 
九
月
・
二
月 

水
嶋 

聡 

氏
（
高
田
教
区 

光
德
寺
） 

九
月
の
講
題
「
た
だ
こ
の
こ
と
」 

◆
今
後
の
講
師 

十
月
・
三
月 
寺
澤 

三
郎 

氏
（
北
海
道
教
区 

敎
證
寺
） 

十
一
月
・
四
月 

中
山 
善
雄 

氏
（
教
学
研
究
所 

研
究
員
） 

十
二
月･

五
月 

澤
面 
宣
了 

氏
（
長
浜
教
区 

浄
願
寺
） 

◆
日
時
・
日
程 

毎
月
十
三
日 

午
後
一
時
半 
お
勤
め
・
感
話 

二
時 

 

法
話 

三
時
半 

座
談 

四
時
半 

終
了
（
予
定
） 

◆
持
ち
物
：
念
珠
、
勤
行
本(

赤
本)

、 

略
肩
衣(

お
持
ち
で
あ
れ
ば)

、
筆
記
用
具 

◆
場 

所 

三
条
別
院 

旧
御
堂 

  

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
三
条
別
院
秋
彼
岸

会
・
朝
の
人
生
講
座
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。 

九
月
の
朝
の
人
生
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
食
」。
三
条
別
院

で
は
昨
年
四
月
か
ら
職
員
が
「
三
条
エ
ー
ル
飯
」
を
継
続

し
て
お
り
、
昨
年
七
月
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
も
開
始
し
ま

し
た
。
感
染
症
流
行
下
で
ひ
と
り
親
世
帯
の
困
窮
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
の
食
料
自
給
率

の
低
さ
の
問
題
等
も
指
摘
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
毎
日
食

べ
続
け
な
け
れ
ば
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

単
純
な
事
実
を
前
提
に
、
各
講
師
に
、
お
聞
き
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

◆
日 

時 

九
月
二
十
日
（
月
）
～
二
十
二
日
（
水
） 

午
前
六
時 

 
 

晨
朝 

人
生
講
座 

午
前
十
時
よ
り 

日
中
法
要
（
二
十
一
日
永
代
経
総
経
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

逮
夜
法
要 

◆
場 

所 

三
条
別
院
本
堂 

◆
講 

師 

二
十
日 

 

人
生
講
座 

手
島 

創 

氏
（
第
二
十
二
組
順
了
寺
） 

「
カ
フ
ェ
に
起
ち
て
」 

逮
夜
法
要 

武
樋 

隆
如 

氏
（
第
十
四
組
蓮
光
寺
） 

「
安
楽
の
と
き
」 

二
十
一
日 

 

人
生
講
座 

関
根 

正
隆 

氏
（
第
二
十
二
組
長
德
寺
） 

 
 
 
 

「
仏
事
と
食
事
」 

日
中
法
要
（
永
代
経
総
経
）・
逮
夜
法
要 

 

平
出 

京
子 

氏
（
高
田
教
区
願
生
寺
） 

「
食
べ
る
こ
と
で
つ
な
が
る 

お
寺
の
子
ど
も
食
堂
」 

正
午
よ
り
お
斎
あ
り
（
精
進
弁
当
※
） 

二
十
二
日 

 

人
生
講
座 

唐
橋 

聡 

氏
（
第
二
十
三
組
照
善
寺
） 

「
子
ど
も
食
堂
と
お
講
」 

日
中
法
要 

佐
々
木 

ひ
と
み 

氏（
第
二
十
三
組
福
明
寺
） 

「
食
は
生
き
る
糧
」
人
間
食
べ
た
物
で
作
ら
れ
る 

定
例
法
話
を
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
開
催 

  

秋

彼

岸

会

・

朝

の

人

生

講

座 

  



▲
（
※
）
二
十
一
日
は
本
年
十
一
月
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
の
た
め

に
、
三
条
料
理
業
組
合
（
魚
長
・
き
く
や
・
小
山
屋
・
福
海
老
・
松

木
屋
・
二
洲
楼
）
に
創
作
を
お
願
い
し
て
い
る
「
御
取
越
御
膳
」（
精

進
弁
当
）
の
試
作
品
を
冥
加
金
二
千
円
で
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
い
た
だ
き
、 

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
間
：
九
月
一
日
（
水
）
～ 

九
月
十
七
日
（
金
） 

三
条
別
院
ま
で
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・ 

Ｅ-

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
連
絡
先
は
表
紙
記
載
） 

   

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

九
月
二
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

大
久
保
州
氏
（
佐
渡
組
廣
永
寺
） 

御
文
五
帖
目 

六
通
「
一
念
に
弥
陀
」 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

～
御
文
五
帖
目
～ 

あ
十
月 

佐
々
木 

祐
玄 

氏
（
第
十
五
組
光
善
寺
）
二
通
（
八
萬
の
法
蔵
） 

十
一
月 

村
手 

淳
史 

氏
（
第
二
十
組
光
圓
寺
）
第
十
一
通
（
御
正
忌
） 

十
二
月 

北
島 

栄
誠 

氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
）
第
十
通
（
聖
人
一
流
） 

  ―

八
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

第
十
一
組
長
福
寺
、
第
十
八
組
行
徳
寺
、
第
十
五
組
専
照
寺
、 

佐
渡
組
門
徒 

そ
の
他
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
九
月
二
十
四
日
（
金
）
で
す
。 

  

○
別
院
声
明
教
室（
全
五
回
・
途
中
参
加
可
能
・
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
一
回
、
午
後
六
時
～
八
時
〕 

八
月
二
十
三
日
（
月
）（
済
）、
九
月
十
三
日
（
月
）、 

十
月
十
四
日
（
木
）、
十
一
月
十
六
日
（
火
）、
十
二
月
十
四
日
（
火
） 

講
習
内
容 

真
宗
大
谷
派
勤
行
集(

赤
本) 

講 

師 

廣
河 

暁 

氏
（
第
二
十
一
組
光
照
寺
） 

参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

二
七
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

  

○
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
花
講
・
三
条
別
院
有
志
の
会 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
冥
加
金
の
変
更
に
つ
い
て 

        

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

九
月
の「
三
条
別
院
の
ご
案
内
」を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
「
三
条
別
院
に
想
う
」
で
は
、
戸
次
輝
氏
に
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼

九
月
か
ら
の
三
条
別
院
定
例
法
話
で
は
、
宗
祖
親
鸞
聖

人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
お
待

ち
受
け
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。▼
第
一
回
目
の
講
師
、

水
嶋
聡
氏
の
講
題
は
「
た
だ
こ
の
こ
と
」
で
す
。
▼
親

鸞
聖
人
は
佐
貫
の
地
で
、「
名
号
の
他
に
は
、
何
事
の
不

足
に
て
」（『
真
宗
聖
典
』
六
一
九
頁
）
と
、
三
部
経
の

読
誦
を
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
竹

中
智
秀
先
生
は
仏
教
の
外
道
化
と
対
決
す
る
問
題
に
関

わ
り
、「
実
は
こ
の
こ
と
が
、
靖
国
問
題
と
か
「
同
和
」

問
題
と
か
を
左
右
す
る
問
題
と
も
関
係
し
て
い
る
」

（『
竹
中
智
秀
選
集
第
八
巻
』）
と
言
っ
て
い
ま
す
。
▼

最
近
、
先
輩
の
言
葉
か
ら
、
あ
ま
り
に
も
「
特
権
」
に

無
自
覚
で
、
都
合
よ
く
安
心
で
き
る
言
説
に
疑
い
を
持

た
な
い
で
い
る
自
分
自
身
の
姿
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
▼
親
鸞
聖
人
は
何
に
苦
悩
し
、
何
を
聞

き
と
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
念
仏
申
す
「
ひ
と
り

（「
唯
」）」の
生
活
を
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
関
﨑
） 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

  

【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

随

時

募

集

中 

 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 


